
漢
文
句
法
３ 

否
定
・
禁
止
（
単
純
な
否
定
）
【
問
題
】 

  

           

  

【
練
習
】
□
に
送
り
仮
名
を
入
れ
、
傍
線
部
を
書
き
下
し
、
口
語
訳
せ
よ
。 (

 
 
 

は
置
き
字) 

 

ハ 
 
 
 

タ 
 
 

ヲ 

１ 

歳
月
不
レ

待
レ

人
。 

 

書
き
下
し
文 

口
語
訳 

 
   

   
   

 

□  
 

ラ 

け
も
の
ノ 

お
そ
レ
テ 

お
の
レ
ヲ 

 
  

 

に
グ
ル
ヲ 

な
り 

２ 

虎
不
レ

知
二

獣  

畏
レ 

己 
 

而
走
一 

 
 

也
。 

 
 
 
 

 
 

(

書)

(

訳) 

 
  
 
 

ミ
テ 

こ
れ
ヲ 

 
 
   

か
タ 

３ 

囲
レ 

之 

弗
レ

克
。 

 

克 

勝
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

(

書) 

(

訳) 

 
 
 
  

し
ム  

こ
ん
ヲ
シ
テ   

メ   

こ
れ
ヲ 

     

さ
い      

せ
き
ア
ラ    

４ 

使
二  

鯀  
  

治
一レ  

之
。
九
載
弗
レ

績
。 

 
  

績 

実
績
。
成
果 

 

(

書) 

(

訳) 

 
 
  

そ
ノ 

 
 
  

□  

あ
た
ハ 

こ
た
フ
ル 

な
り 

５ 

其 

人
弗
レ 

能
レ 

応 
 

也
。 

 

能 

…
で
き
る 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

(

書) 

(

訳) 

 

    

１
時
の
流
れ
は
―
―
。
〈
陶
潜･

雑
詩
〉 

 

２
虎
は
、
獣
た
ち
が
自
分
を
怖
れ
て 

逃
げ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
―
― 

の
だ
っ
た
。
〈
戦
国
策･

借
虎
威
〉 

 

３
こ
の
城
を
取
り
囲
ん
で
攻
め
た
が
、 

―
―
。
〈
十
八
史
略
〉 

 

４
堯
は
鯀
に
命
じ
て
こ
の
洪
水
を
治 

水
さ
せ
た
。
し
か
し
九
年
た
っ
て 

も
―
―
。
〈
十
八
史
略
〉 

 

５
そ
の
人
は
―
―
。
〈
矛
盾
〉

無･

莫 

非  

―
所
… 

非･

匪 

不･

弗 漢
字 

―
無な

シ 

―
ノ
・
ガ
…(
ス
ル)

所
と
こ
ろ

ニ
非あ

ら

ズ 

―
ニ
非あ

ら

ズ 

―
ず  

 

読
み 

―
が  

無
い 

・
―
が  

…
す
る
事(

物)

で
は
な
い 

・
―
が
…
す
る
必
要
は
無
い 

 

―
で  

な
い 

―
な  

い 

 

訳 



 
  
   

キ
ハ 

ぜ 

ひ 

の 
 
  

 

□
□ 

□ 

な
り 

６ 
無
二

是
非
之
心
一

非
レ 

人 

也
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

書) 

(

訳) 

 
  

  

こ
レ  

   

の 
  

ボ
ス
ニ
シ
テ  

ヲ  
   

 

□
□   

ヒ 

の 
  

□ 
 

な
り 

７ 

此 

天
之
亡
レ 

 
 

我
、
非
二  

戦
之
罪
一

也
。 

罪 

悪
い
こ
と
。
ま
ず
い
こ
と  

(

書) 

(

訳) 

 
  

   

ノ 
 

ま
じ
ハ
リ 

  

□ 
 

お
ご
ル
□ 

 

ば
ん
ぷ
く  

タ
リ  
ム 

 
 
 

８ 

彼 

交 

匪
レ 

傲
。 

万
福
来 

求
。 

傲 

傲
慢
で
あ
る 

(

書) 

(

訳) 

 
  

 
 
  

 
 
  

い
ハ
ク 

 

ニ 

い
ハ
ク 

 
 

□ 

じ
□  

□ 
 

□ 
 

し
た
が
フ
ト 

  

か
ノ 

く
わ
う
や
ニ 

９ 

孔
子
曰 

｢

詩
云 

『
匪
レ

兕 

匪
レ

虎 
 

率
二 

 

彼 

曠
野
一

』
。  

 
 

兕 

一
本
角
の
動
物 

(

書)

(

訳) 

 
 
 
 
 

  
  

い
つ
ハ 

  

□ 
  

か 

こ
う
ノ 

 

□ 
   

ム 

10 

太
子
遹 

 

非
二

賈
后 

  

所
一レ  

生
。 

賈
后 

皇
后
の
名 

(

書) 

(

訳)  

 
 
 
 
 

し 

い
ハ
ク 

 

し 

や 
 
 
 

□
□ 

な
ん
ぢ
ノ 

□ 
 
  

ブ 
 

な
り 

11 

子
曰
、｢

賜
也
、
非
二 

  

爾  
  

所
一レ  

及 

也
。 

 

爾 

お
前 

及 

力
が
及
ぶ
。
能
力
で
で
き
る 

(

書) 

(

訳) 

 
 

 

ま
う 

し 

こ
た
ヘ
テ  

い
ハ
ク 

  

こ
ノ 

は
か
り
ご
と 

 

□
□ 

わ
ガ   

□  

よ
ク   

ブ  

な
り 

12 

孟
子
対  

曰
、｢

是 

謀 
 

非
三  

吾 

所
二

能 

及
一

也
。  

能 

…
で
き
る 

及 

力
が
及
ぶ 

(

書) 

(

訳) 

 

   

６
正
と
不
正
と
を
判
断
す
る
心
が
無 

け
れ
ば
―
―
。
〈
孟
子
〉 

７
こ
れ(

私
が
負
け
た
の)
は
天
が
私  

を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ 

っ
て
、
―
―
。
〈
史
記
〉 

 

８
あ
の
人
の
人
付
き
合
い
は
、
―
―
。 

 

だ
か
ら
あ
ら
ゆ
る
福
が
自
然
と
集 

ま
る
。
〈
春
秋
左
氏
伝
〉 

９
孔
子
が
言
う
に
は
、｢

詩
経
で
言
う 

こ
と
に
は
、
『
―
―
、
そ
れ
な
の
に 

広
い
荒
野
を
引
き
回
さ
れ
て
い
る
。
』 

と
。
〈
十
八
史
略
〉 

10
皇
太
子
の
遹
は
、
―
―
。
〈
十
八   

史
略
〉 

11(

弟
子
の
賜
が
生
き
方
の
抱
負
を
語 

っ
た
と
こ
ろ
、) 

孔
子
先
生 

が
言 

う
に
は
、｢

賜
よ
、
そ
れ
は 

―
―
。｣ 

 

と
。
〈
論
語
〉 

12
相
談
さ
れ
た
孟
子
が
答
え
て
言      

う
に
は
、｢

こ
の
戦
略
は
―
―
。｣ 

 

と
。
〈
孟
子
〉 

 
 



ち
ん
い
う
か
う 

い
ハ
ク 

 

こ
れ 

□
□ 

な
ん
ぢ
ノ 

□ 
 

ル  

な
り 

13 
沈
猶
行
曰
、｢

是
非
二 

 

汝  
 

所
一レ  

知 

也
。 

 

汝 
お
前
達 

知 

分
か
る 

(

書) 

(

訳) 

 
  

  

こ
う
め
い
か
う 

い
ハ
ク 

 

こ
れ 
□
□ 

な
ん
ぢ
ノ 

□ 
 

ル  

な
り
ト 

14 

公
明
高
曰
、｢

是
非
二 

 

爾   

所
一レ  

知 

也
。｣  

 
 

爾 

お
前 

知 

分
か
る 

(

書) 

(

訳) 

 
  
   

 

レ
バ 

そ
な
ヘ 

□ 
 

う
れ
ヘ 

15 

有
レ  

備 

無
レ

患
。 

患 

心
配
事 

(

書) 

(

訳) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

キ 
  

□ 

よ
ク 

あ
ふ
ギ 

 

み
ル
モ
ノ 

16 

左
右
皆
泣
、

莫
二

能 

仰 
 

視
一

。  
 

能 

…
で
き
る 

 

仰
視 

顔
を
上
げ
て
見
る 

 
 

(

書) 

(

訳) 

                        

                 

13
沈
猶
行
が
言
う
に
は
、｢

―
―
。〈
孟 

子
〉 

 

14
公
明
高
が
言
う
に
は
、｢

―
―
。｣  

と
。
〈
孟
子
〉 

 

15
あ
ら
か
じ
め
準
備
を
し
て
い
れ
ば
、 

―
―
。
〈
書
経
〉 

 

16
側
近
た
ち
は
皆
泣
き
、
―
―
。
〈
史 

記
・
四
面
楚
歌
〉 


